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能

因

の

末
裔

川

村

晃

生

 
希
代
の
好
士
能
因
法
師
が
没
し
て
後
、
そ
の
家
系
が
如
何

な
る
命
運
を
辿

っ

た
の
か
、
と
く
に
歌
よ
み
の
家
と
し
て
ど

の
よ
う

に
存
続
し
た
の
か
は
、
少

な

か
ら
ず

興
味

の
惹
か
れ
る
問
題

で
あ
る
。
稿
者

は
こ
の
問
題

へ
の

糸

口

と

し

て
、
能

因
の
子
女
達
と
く
に
能
因
の
嫡
子
た
る
橘
元
任

に
焦
点
を
あ
て
、
別
稿

 
 
 
 

 

ω

「
橘
元
任
小
考
」

に
お

い
て
若
干
の
考
察
を
試

み
た
。
私
見

の
及
ぶ
と

こ
ろ
で

は
、
お
お
む
ね
元
任
は
、
処
生
、
詠
歌
両
面
に
亘

っ
て
、
能
因

の
多
大
な
影
響

を
蒙
り

つ
つ
生
涯
を
終

え
た
と
見
ら
れ

る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
さ
ら
に
世
代

の
降

っ
た
能
因

の
後
胤
に
及

ん
で
、
検
討
を
加
え
て
み
た

い
。

 
ま
ず

「
橘
氏
系
図
」
(『
尊
卑
分
脈
』
『
群
書
類
従
』
巻
六
十
三
、
所
収
)
に
依

っ
て
嫡
流
を
記

す
と
、

 
永
情
i

元
任
ー
忠

元
ー
能
元

と
あ

っ
て
、
能
元
以
降
に

つ
い
て
は
記
載
が
な

い
、
ま
た
庶
流

の
所
伝
も

一
切

な

い
。
元
任
以
下
す

べ
て
元
が
通
字
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
永
榿

(
能
因
)

の

父
名
元
榿

に
基

く
も

の
で
あ

ろ
う
か
。

 
橘
忠
元

に
つ
い
て
の
所
伝

は
皆
無
で
あ

る
、
系
図
類

は
無
注
、

ま
た
管
見

に

入

っ
た
記
録
類

に
も
全
く
そ
の
名
を
検
出
し
得

な
い
。
従

っ
て
生
没
年
、
官
人

活
動
、
さ
ら
に
詠
歌
活
動
な
ど

一
切
不
問
に
付
す
以
外
な
い
.

 

こ
れ
に
対
し
て
、
そ

の
子
能
元

に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
資
料
が
残
さ
れ

て

い
る
。

ま
ず

『
尊
卑
分
脈
』
注

に
は
、 
「
号
高
橘
太
、
楽
所
預
、
従
五
下
、

詞
花
作
者
」
と
あ
り
、
楽
所
に
勤
仕
す
る
官
人

で
あ

っ
た
ら
し
い
。
同
注

に
依

れ
ば

「
高
橘
太
」
と
号
し
た
と
言
う
が
、
類
従
本

『
橘
氏
系
図

』
注

に
は

『
号

高

橋
平
太

」
と
あ
り
、 

『
勅
撰
作
者
部
類

』
(
『
和
歌
文
学
大
辞

典
』
所
収
)
も

そ
れ
を
踏
襲
す
る
。
し
か
し
、
橘
太

で
あ
れ
ば
橘
氏

の
太
郎

(
長
男

)
の
こ
と

と
そ
の
意
を
解
し
得

る
が
、
高
橋
平
太
で
は
意
を
汲
み
難
く
、
橘
太

と
あ

る
の

を
可
と
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。
現
に
能
元
は
、
『
教
訓
抄
』
(巻
第
十

)
の
、
大
鼓

を
打

つ
に
際

し
失
錯
あ

る
者
六
名

の
中

に
数

え
ら
れ
て
、
「
高
橘
太
能
元
」
と
記

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②

さ
れ
て

い
る
。
但
し

「
高
」

の
意
味

に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。
と
も
か
く
も

能
元
は
、
従
五
位
下
の
楽
人
と
し
て
官
人
生
活

を
送

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

 

一
方
能
元
は
、

数
首

の
和
歌
も
詠

み
残
し
て
い
る
。

ま
ず

『
金
葉

集
』
(雑

上
、
五
七
四
)
に
、

 

 
僧
都
頼
基
、
光
明
山
に
こ
も
り
ぬ
と
き
き
て

つ
か
は
し
け
る
 
 

橘
能

元

 

う
ら
や
ま
し
う
き
世
を
出

で
て

い
か
ば
か
り
く
ま
な
き
峯

の
月
を
見
る
ら
む

 

 
返
し
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
僧
都
頼

基
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も
ろ
と
も

に
西

へ
や
行
く

と
月
影
の
く

ま
な
き
峯
を
尋
ね
て
ぞ
来

し

と

い
う
贈
答
歌
が
残

さ
れ

て
い
る
.
僧
都
頼
基
は
源
基
平

の
子
で
、
行
尊
と
は

兄
弟

の
関
係

に
な
る
が
、 

『
僧
歴
綜
覧
』
に
よ
れ
ば
、
保
安
元

(
=

二
〇
)

年
権
少
僧
都
、
天
承
二

(
一
=
二
二
)
年
権
大
僧
都
と
な
り
、
長
承

二

(
三

三
三
)
年
辞

し
て
翌
三
年
十
月
二
十

}
日
、
八
十
四
才
を
以
て
卒

し
て
い
る
。

こ
れ
を
逆
算

し
て
生
年
を
求

め
る
と
、
永
承
六

(
一
〇
五

一
)
年
生
と
な
る
。

両
者
の
関
係
が
何
を
縁
に
生
じ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
程
度

の
知
友

で
あ

っ
た
の

か
、
今
知

る
す

べ
は
な

い
が
、
贈
答
歌

の
内
容
か
ら
推
す
限
り
、
両
者
は
か
な

り
睨
懇

の
間
柄
で
あ

っ
た
と
見
る
べ
き

で
、
年
令
も
さ

ほ
ど
か
け
離
れ
て
は
い

な
か

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
と
す
れ
ば
能
元

の
生
年

は
、
頼
基

に
準
じ
て
永
承
年

間
前
後

に
仮
定

し
て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

は
別
稿

に
記

し
た
祖

父
元

任

の
、
寛

弘
四

(
一
〇
〇
七
)
年
頃

の
出
生

と
い
う
推
定

と
全
く

抵

触

し

な

い
。
ま
た
右
掲
の
贈
答
歌

に
は
、
出
家

の
身

に
対
す

る
能
元
の
羨
望

の
念
が
表

わ
れ

て
お
り
、
彼

の
性
向
の

一
面
を
窺
わ
せ
て
も

い
る
。

 
ま

た

『
詞
花
集
』
(秋

、

一
二
九
)

に
、

 
 
武
蔵
国
よ
り
の
ぼ
り
侍
り
け
る

に
、
三
河
国

の
ふ
た
む
ら
山

の
紅
葉

を
見

 
 

て
よ
め
る
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
橘
舵肥
元

 

い
く
ら
と
も
見
え
ぬ
紅
葉

の
錦
か
な
た
れ

ふ
た
む
ら
の
山
と
言

ひ
け
む

と
い
う

一
首
が
あ
る
。

こ
の
歌

は
、
他

に
初

奏
本

『
金
葉
集

』
、三
奏
本

『
金
葉

集
』
、
『
後
葉
集
』
等
に
入
集

し
て
、
詞
書
及
び
歌
本
文
に
そ
れ
ぞ
れ
小
異
が
存

す
る
が
、
と
く

に
三
奏
本

『
金
葉
集
』
詞
書

に
は

「
甲
斐
国

に
ま

か
り
け
る
道

に
て
、
ふ
た
む
ら
山
の
紅
葉
を
見
て
よ
め
る
」
と
国
名

を
違

え
て
掲
出
さ
れ

て

い
る
点
、
注
意
さ
れ
る
。
同
首

は
能
元
が
地
名
く

ふ
た
む
ら
山
V

に
興

を
覚
え

て
詠

ん
だ
歌

で
あ
る
が
、

そ
の
詠
風
は

『
能
因
法
師
集
』
中

に
見
ら
れ
る
左

の

二
首
、

 
 
栗
原
の
郡

に
て
、
そ

こ
に
あ

る
も

の
、

こ
れ
ぱ
音
無
の
滝

に
侍

り
、
ま
た

 
 
河
は
昔
河

と
そ

い
ひ
侍
る
、
と

い

へ
ば
、

川
都
人
聞
か
ぬ
は
な
き
を
音
無
の
滝
と
は
な
ど
か
言
ひ
始

め
け

む

m
い
か
に
し
て
言
ひ
始

め
け
る
言
の
葉
ぞ
昔
河
に
ぞ
問
ふ
べ
か
り
け

る

な
ど
の
詠
と
、
地
名

へ
の
興
じ
方
に
お
い
て
共
通
す
る
も
の
が
あ

る

と

言

え

る
。

こ
の
二
首

の
能
因
詠
も
、
陸
奥

の
旅

の
最
中

に
詠
ま
れ
た
も

の
だ
が
、
能

元

の
詠
歌

は

こ
れ
ら

の
能
因
詠

に
基

い
て
詠
ま
れ
た
と
思
し
く
、
能
因
か
ら
影

響

を
受
け
た
証
例
と
し
て
指
摘

し
て
お
き
た

い
。

 
右
二
首
の
他

に
、
「
天
仁
二

(
=

〇
九
)
年
十

一
月
修
理
大
夫
顕
季
歌
合
」

(
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
㈲
所
収
。
証
本
な
し
)

へ
の
出
詠
歌
、

 
 
春
駒

 

日
を
経

つ
つ
美
豆

の
野

沢
の
真
菰
草
青
め
ば
春

の
駒
ぞ

い
ば
ゆ
る

 
 
蘭

 
藤
袴
は
た
織

る
虫

の
織
り
た
え
て
女
郎
花

に
は
着
す
る
な
り
け
り

と

い
う
二
首
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

の
歌
は
、
顕
季
歌
合

へ
の
出
詠
と

い
う
点

で
、
当
代
の
能
元
評
価
を
伝
え
る
の
と
と
も
に
、
六
条
藤
家
と

の
関
わ
り
を
示

し
て
興
味

深

い
が
、
さ
ら
に
両
首

は
そ
れ
ぞ
れ
、

 
あ
は
つ
野

の
す
ぐ
ろ

の
す
す
き

つ
の
ぐ
め
ば
冬
立
ち
な
つ
む
駒
ぞ

い
ば

ゆ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(
後
拾
遺
集
、
春
上
、
四
五
、
権
僧
正
静
円
)

 
秋
来
れ
ば

は
た
織
る
虫
の
あ

る
な

へ
に
唐
錦

に
も
見
ゆ
る
野
辺
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(
拾
遺
集
、
秋
、

一
八
〇
、
貫

之
)

に
依

っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
思

し
く
、
能
元
の
和
歌

の
素
養
を
測
る

一
応

の
尺

度
た
り
得

よ
う
。

と

こ
ろ
で
、
能
元
に

つ
い
て
の
考
察
は
以
上
を
以
て
粗
粗
尽
く
さ
れ
る
が
、
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な
お
検
討
す
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
.
そ
れ
は
系
図
類

に
は

現

わ

れ

な

い
、
能
因

の
後

商
と
思

し
き
歌
人
達

に

つ
い
て
で
あ

る
。
ま
ず
『
袋
草
子
』
(雑

談

.

『
袋
草
紙
注
釈
』
八
三
段
)
に
見

え
る
橘
栄

職
と
い
う
人
物

に
つ
い
て
検

討

を
加

え
た

い
。
『
袋
草
子
』
当
該
箇
所

は
、
「橘

太
君
栄
職

ハ
、
内
記
大
夫
取

任
子

。
古
曽
部
入
道
之
孫
也
。
管
弦
者
、
歌
仙
、

経
読
、
歌
唱
、
末
代
之
好
士

也

」
と
書
き
起

こ
さ
れ
、
以
下
、
武
蔵
国

へ
の
下
向
途
次
の
宿
所

で
旧
知
の
半

女
と
避
遁
し
、
女
が
、

 
古

の
そ

の
姿

に
は
あ
ら
ね
ど
も
声

は
変
ら
ぬ
も

の
に
ぞ
あ
り
け
る

と
詠

ん
だ

の
に
対
し
、
栄
職
が
、

 
古

の
そ

の
姿

に
は
あ
ら
ね
ど
も
声

は
変
ら
ぬ
も
の
と
知
ら
ず

や

と
返
し
た
、
と
話
が
展
開
し
て

い
る
。

そ
し
て

「
此
返
歌
之
躰

一
説
歎
、
於

レ

非
二
好
士
一難
レ
存
事
也
。
橘
公
旧
好
事

ニ
テ
相
称
、

尤
有
レ
興
云
々
。
」

と

こ
の

返
歌
の
手
法

に
栄
職

の
好
士
ぶ
り
を
認

め
つ
つ
、
話
を
閉
じ
て
い
る
。

 

こ
の
橘
栄
職

に
つ
い
て
、
他

に
管
見

に
入

っ
た
資
料
を
示
せ
ば
、
ま
ず

『
中

右
記
』
康
和
四

(
一
一
〇
二
)
年
三
月
九
日
、
及
び
同
十
八
日
の
両
条
が
挙
げ

ら
れ
る
。
各
日
は
、
白
河
院
五
十
賀
試
楽
及
び
同
御
賀

の
日
で
、

そ

れ

ぞ

れ

「
橘

栄
職
左
大
鼓
」
「
栄
職
左
大
鼓

.独
着
束
帯
、
候
楽
屋
不
乗
船
」
と
記

さ

れ

て
、
大

鼓
の
楽
人
と
し
て
勤
仕

し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

 

さ
ら
に
ま
た
栄
職
は
、

二
首

の
詠
歌

を
詠

み
残
し
て
い
る
。

 
 

(題

し
ら
ず
)
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

橘
栄
職

 

世
中
は
思

ひ
で
も
な
し
と
思

へ
ど
も
花

に
心

の
と
ま
り
ぬ
る
か
な

 

こ
の
歌

は

『
続
詞
花
集
』
(春

下
)
に
収
載
さ
れ
て

い
る
歌
で
あ

る
が
、
花

の

た
め

に
現
世

へ
の
執
心
が
捨

て
切
れ
な

い
と

い
う
点
で
、
左

の
能

因
の
、

 

世
中
を
思

ひ
捨
て
て
し
身
な
れ
ど
も
心
よ
わ
し
と
花

に
見
え
ぬ
る

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
(後

拾
遺
集
、
春

上
、

一
一
七
)

と

い
う

一
首
が
意
識

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
ま
た
も
う

一
首
、

 
 
花
下

日
暮
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
橘
栄
職

 
尋

ね
来

て
花
見
る
程

に
山
里

の
入
相
の
鐘

の
声
聞

こ
ゆ
な
り

と

い
う
詠

は
、
『
和
歌

一
字
抄
』
(巻
之

上
、
暮

の
項
)

に
収
め
ら

れ

て

い

る

が
、

こ
の
歌

に
も
明
ら
か
に
、
能
因
の
、

 
 
山
寺

の
春

の
暮

 
山

里
を
春
の
夕
暮
来

て
見
れ
ば
入
相

の
鐘

に
花
ぞ
散

り
け
る

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(
能
因
集
、

八
四
)

と

い
う

一
首
が
色
濃

く
影

を
落
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
栄
職
詠

二
首

は
、

い

ず

れ
も
能
因
か
ら
の
顕
著

な
影
響
が
指
摘

さ
れ

る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
二

首
を
収

め
る
撰
集

が
、

い
ず
れ
も
藤
原
清
輔

の
撰
に
な
る
も

の
で
あ
る
点
、
注

意

さ
れ
る
。

 

で
は
、

こ
の
橘
栄

職
及

び
父
の
取
任

と
は
、

一
体
如
何
な
る
人
物
な
の
か
。

両
名
が
能
因

の
孫
で
あ
り
子

で
あ
る
と
す
る

『
袋
草
子
』
の
所
伝
と
、
彼
ら
が

系
図
類

に

一
切
見
え
な

い
と

い
う
事
実

と
を
、
ど
う
結

び

つ
け
れ
ば

よ
い
の
だ

ろ
う
か
。
無
論
系

図
が
す

べ
て
の
末
孫

を
掲
げ

る
も

の
で
は
な

い
こ
と
は
自
明

の
こ
と
だ
が
、
ち
な
み
に

『
袋
草
紙
注
釈

』
 
(昭

49
、
塙
書
房
)

の
両
者

に
つ

い
て
の
注

を
見

て
み
よ
う
。
当
該
箇
所

に
は
、

○
栄
職
ー

キ

ッ
タ
ノ
キ

ミ
ヒ
デ

モ
ト
。
橘

氏
。
橘
太

は
橘
氏

の
太
郎
君

の
意
で

 
名
づ

け
た
も

の
か
。

『
尊
卑
分
脈
』
に
依
れ
ば
、
永
榿

(
能
因
法
師
)

の
曽

 
孫

に
、
能
元
が
あ
り
、

「
従
五
位

下
、
楽
所
預
、
号
高
橘
太

」
と
あ
る
。
忠

 

元
の
子
。
生
没
年
未
詳
。
『
金
葉
集

』
初
出

の
勅
撰
歌
人
。

0
取
任
-
未

詳
、

静
本

(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
ー

稿
者
注
)
は

「
助
任

。」

永
榿

 

の
孫
、
橘
忠
元
の
前
名

か
。
父
は
元
任
.

と
あ

っ
て
、
論
拠
は
示
し
て
い
な
い
が
、
栄
職

11
能
元
、
取
任

11

忠

元

と

い
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う
、

同

一
人
物

の
可
能
性
を
高
く
示
唆

し
て

い
る
。
と
な
れ
ば
、

『
袋
草
子
』

の

「
古
曽
部
入
道
之
孫

」
と

い
う
本
文

は
、 

「
古
曽
部

入
道
之
曽
孫

」
と
訂
さ

れ
て
然

る
べ
き
だ
が
、

こ
こ
で

『
袋
草
紙
注
釈

』
説

の
蓋
然
性

を
検
討

し
て
み

た

い
。
ま
ず
忠
元
、
取
任
両
名

に
つ
い
て
は
、
資
料
が
皆

無
で
あ

る
た

め
検
討

の
す
べ
も
な

い
が
、
そ
の
子
能
元
と
栄
職
に

つ
い
て
は
、
そ
の
残
さ
れ
て

い
る

資
料

を
比
較
検
討

す
る
と
、
両
者

に
共
通
す
る
要
素
が
き

わ
め
て
多
く
、
ま
た

両
者
を
同

一
人
物

と
見
倣
し
て
も
矛
盾
し
な
い
点
が

い
く

つ
か
あ
る

こ
と
を
指

摘

し
得
る

の
で
あ

る
。
以
下
に
そ
れ
ら
を
列
記
し
て
み
た
い
。

ω
栄
職

は
橘
太
君

と
号
し

(袋
草
子
)
、
能
元
は
高
橘
太
と
号
し
て

い
る

(
『
尊

 

卑
分
脈
』
注
)
。

②
両
者
と
も
大
鼓
を
奏
す
る
楽
人
で
あ
る

(
栄
職
i
『
中
右
記
』
、
能
元
1

『
教

 

訓
抄
』
)
。

③
栄
職
の
詠
歌

(
二
首
)
も
、

能
元
の
詠
歌

(
『
詞
花
集
』
所
収
歌
)
も
、

能

 

因
か
ら
の
影
響
が
顕
著

で
あ
る
。

ω
両
者
と
も
武
蔵
国
に
下
向
し
た
形
跡
が
あ
る

(栄
職
ー
『
袋
草
子
』
、
能
元
1

 

『
詞
花
集
』
所
収
歌
)
。

㈲
栄
職

は
藤
原
清
輔

の
撰
集

に
お

い
て
評
価

さ
れ
て
お
り
、
能
元

は
顕
季
家
歌

 
合

へ
の
出
詠
が
見

ら
れ
る
な
ど
、

六
条
藤

家
と
の
関
わ
り
が
深

い
。

⑥
両
者

の
、
知
ら
れ
る
唯

一
の
活
躍
年
代
が
、
栄
職

は
康

和
四

(
一
一
〇
二
)

 
年

(中
右
記
)
、
能
元

は
天
仁

二

(
二

〇

九
)
年

(
顕
季
家
歌
合
)
と
、
き

 
わ

め
て
近
接

し
て
い
る
。

等

々
で
あ
る
。

 
さ
ら

に

『
注
釈
』
が

「
ヒ
デ

モ
ト
」
と
訓
じ

て
い
る

「
栄
職
」

の
訓
に

つ
い

て
検
討
を
加
え
た
い
。

「職

」
は
、

『
色
葉
字
類
抄
』
(前

田
本
、
黒
川
本
。
名

字
)

に

「
モ
ト
」
と
訓
じ
、
『
大
漢
和
辞

典
』
(
名
乗
)

に
も

「
ツ
ネ
、

モ
ト
、

ヨ
リ
、

ヨ
シ
」
と
あ

る
か
ら
、
「
モ
ト
」
と
訓
ず

べ
き
で
あ
ろ
う

、

一
方

「
栄
」

は
、
『
大
漢
和
辞
典
』
(
名
乗

)
に
は
、 

「
ヨ
シ
、

ヒ
デ
」

二

種

の

他

に

七

種

の
訓
が
見
え
る
が
、 
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は

「
ヒ
デ
」

の
訓
は
な
く
、 
「
ヨ

シ
」
の
訓
が
存
す

る
。
さ
ら
に

『
色
葉
字
類
抄
』
(前

田
本
、
黒
川
本
。
辞
字
)

に
も

「
ヨ
シ
」
と
訓
ま
れ
て
い
て
、

「
ヒ
デ
」
の
訓

は
存
し
な

い
。
従

っ
て
訓

の
妥
当
性
か
ら
言
え
ば
、 

『
注
釈
』
訓

の

「
ヒ
デ

モ
ト
」
よ
り
も
、 

「
ヨ
シ
モ

ト
」

の
方
が
適

っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
栄
職
が

ヨ
シ

モ
ト
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ

の
ま
ま
能
元

の
訓

に

一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前

掲
⑥
項
の
活
躍
年
代
か
ら
推
し
て
、

=

〇
二
～
九
年

の
間
に
お
け
る
栄
職

か

ら
能
元

へ
の
改
名
の
可
能
性
は
、
十
分

に
考
慮

さ
れ
て
よ

い
。

 

以
上
の
如
ぎ
検
討

を
経
て
、
か
り
に
栄
職
が
能
元
と
同

一
人
物

と
す
れ
ば
、

栄
職
の
父
取
任
と
能
元

の
父
忠

元
も
、
同

一
人
物
と
考

え
る
の
が
必
然

で
あ
ろ

う
。
そ

こ
で
ひ
と
ま
ず
、
取
任

"
忠
元
と
仮
定

し
て
考
察

を
進

め
る
と
、
取
任

は

(
父
)
元
任
と
任
が
通
字
に
な

っ
て
お
り
、

し
か
も

『
袋
草
子
』

に
は
〈
内

記
大
夫
取
任
〉
と
記
さ
れ
て
、
内
記
大
夫

で
あ

っ
た
元
任
と
全
く
同

一
の
官
位

 
 

㈲

で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
諸
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
取
任
が
元
任

の
嫡
子

で
あ
る
可
能

性
も
考
慮
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

 

し
か
し

一
方
、
以
上

の
記
述
を
以
て
し
て
も
、
取
任
、
栄
職
父
子
が
と
も
に

改
名

し
た
理
由
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
ま
た
右

の
論
拠

の
限
り

に
お
い
て
は
、

取
任
が
元
任

子
で
、
忠
元
と
兄
弟
と

い
う
関
係
も
全
く
想
定
で
き
な

い
わ
け
で

は
な
く
、

い
ち
が

い
に
同

一
人
物
と
も
断
定
で
き

な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
上

述

の
諸
条

件
は
、

ほ
と
ん
ど
そ

の
ま
ま
取
任
、
忠

元
が
兄
弟
の
関
係
に
あ

っ
て

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ω

も
成
り
立
ち
得

る
の
で
あ

り
、
系
図
化

し
て
言
え
ぽ
、

毒
⊥
.任
鹸

口
難
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と
い
う
関
係
も
否
定

し
き
れ
な

い
の
で
あ
る
。
稿
者

は
、
能
元

11
栄
職
と

い
う

同

一
人
物
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず

保
留

し
て
お
き
た

い
。
既
述

の
如

く
、
そ
の
可
能
性
は
か
な
り
あ

る
が
、
そ
れ
を
断
定

に
導
き
得

る
ほ
ど

の
論
拠

を
示
し
難

い
か
ら
で
あ
る
。

 

と

こ
ろ
で
、
右

の
問
題

を
さ
ら

に
複
雑
化
さ

せ
る
も
う

一
人

の

歌

人

が

い

る
。
そ
れ
は
、 

『
後
拾
遺
集
』
及
び

『
金
葉
集
』

に
各

一
首

を
残
す
勅
撰
歌
人

・
橘

成
元
で
あ

る
。
成
元
は

『
勅
撰
作
者
部
類
』

に

「
五
位
近
江
橡
。
橘
。
永

保
元
年
十

一
月

六
日
任
近
江
少
縁
」
と
あ
り
、
彰
考
館
本

『
後
拾
遺
集

』
勘
物

に
は
、
「
散
位
従
五
下
、
号
和
歌
橘
大
夫
、
馬
大
夫
、
世

々
焉
大
夫

」
(
上
野
理

『
後
拾
遺
集
前
後
』
所
収

の
も

の
に
よ
る
)
と
あ
る
。
但
し
、
山
之
内
恵
子
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

増
淵
勝

一
編

『
後
拾
遺
和
歌
集
作
者

ノ
ー
ト
㈹

』
は
、
末
尾

一
項
を

「
世
二
烏

大
夫
」
と
異
な

っ
た
読

み
を
示
し
て
お
り
、
次
掲
資
料
と

の
関
連

か

ら

し

て

「
世

二
烏
大
夫
」
と
読
む
べ
き

か
と
愚
考
す
る
。
す
な
わ
ち
『
袋
草
子
』
(
撰
者

故
実
。
『
注
釈
』
本

一
四
九
段
)
に
、
コ

以

二孝
善
青
衛
門
歌

一立
二
一
番

一、

以

二

成
元
烏
橘
太
歌

一立

二二
番
一
」
と
あ
り
、
孝
善

の
表
記
と
の
対
偶
関
係

で

言

え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥

ば
、
成
元

に
は
烏
橘
太
な
る
異
名
が
あ

っ
た
と
読

み
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 

で
は
成
元
は
能
因
の
末
商

に
連
な
る
の
か
ど
う
か
、
そ

し
て
そ
う
だ
と
す
れ

ば

成
元

の
父
は
誰
な
の
か
。

こ
の
問
題

に
つ
い
て
明
確
な
解
答
を
提
出
し
て
い

る
の
は
、
管
見

に
入

っ
た
限
り
の
資
料

で
は
、
唯

一
つ
八
代
集
抄
本
『
金
葉
集
』

勘
物

の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
該
当
箇
所

(
一
一
五
番
注
)

に
は

「
忠
元
子
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
成
元
が
忠

元
の
子
で
あ

っ
た

こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

こ

の
注
記
は
、
他

の

『
後
拾
遺
集

』

『
金
葉
集

』
勘
物

に
は

一
切
見

ら
れ
ず
、
従

っ
て
八
代
集
抄
本
が
何

に
依

っ
て
記
し
た
の
か
も
不
明

で
あ
る
。

 
と

こ
ろ
が

こ
の
八
代
集

抄
本
勘
物

の
記
載

に
信
を
置
く
と
、
事
実

の
認
定

や

推
定

の
上
で
、
少
な
か
ら
ず
齪
齢
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち

一
つ
に
は
、
後
述
す

る
成
元
の
歌
人
活
動
の
初
見
年
時
ー
天
喜
六
年

(
一
〇
五
八
)

公

基

歌

合
ー

が
、
そ
の
推
定
生
年
と
整
合

し
な

い
の
で
あ

る
。

つ
ま
り
能

因
の
九
八
八
年
生

を
起
点
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
歳
時

に
長
子

を
儲
け
た
と
仮
定
し
て

試

算

す

る

と
、
元
任

は
別
稿

に
記
し
た
如

く

一
〇
〇
七
年
生
、
忠

元
は

一
〇
二
六
年
生
、

成
元
は

一
〇

四
五
年
生
と
な
り
、
彼

の
初
見

の
出
詠
歌
合
ー

天
喜

六
年
公
基
歌

合
i

の
折

に
は
十
四
歳
と
な
り
、
若
令

に
す
ぎ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
ま

た
か
り

に
こ
の
試
算
に
は
、
年
令

の
推
定

上
の
誤
差
が
あ
る

こ
と
を
認

め
て
、

年
令
上
の
問
題
が
解
決
し
た
と
し

て
も
、

さ
ら
に
矛
盾
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ

は
既
述

の
如
く
、
能
元
が
高
橘
太
と
名
乗

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
成
元
も
烏
橘
太
と
号

し
て
い
る
事
実

で
あ

る
。
す
な
わ
ち

忠

元

所

生

の
、
橘
氏
太
郎
を
名
乗

る
長
子
が
二
名

い
る
こ
と

に
な
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
な

矛
盾
で
あ
り
、

い
ず
れ

か

一
方
を
誤
伝
と
考

え
ね
ば
解
決

し
難

い
。
そ

こ
で
稿

者
は
、
既
掲
資
料
の
う

ち
、
八
代
集
抄
本
勘
物

の
記
載

に
疑
問
を
提

し
て
お
き

た

い
。

ま
ず
同
勘
物

は
、
既
述

の
如
く
勅
撰
集
勘
物
史

に
お
い
て
は
単
独

の
記

述
で
、
他

に
類

例
の
見
ら
れ
な
い
点
や
、
時
代
的

に
も

か
な
り
遅

れ
る
も

の
で

あ
る
点
な
ど
か
ら
、

い
さ
さ
か
信
愚
性
を
欠
く
と
言

え
る
。
し
か
も
前
述

の
如

く
、
能
元
が
十

二
世
紀
初
頭

に
そ

の
活

動
が
見

ら
れ

る
の
に
比
し
て
、
成
元
は

永
保
元
年
(
一
〇
八

一
)
近
江
橡

に
任
じ

(『
勅
撰
作
者
部
類
』
)、

ま
た
後
述

す

る
如
く
十

一
世
紀
後
半
の
歌
合

に
し
ば

し
ば
詠
進
し
て

い
る
な
ど

の
点
か
ら
、

成
元

の
活
躍
年
代
を
想
定
す
る
と
、
忠

元
の
子

の
世
代
よ
り
、
忠
元

の
世
代

に

位
置
す
る
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
成
元

11

忠
元
子
と
い
う
可
能

性
は
低
く
見
る
方
が
穏

や
か
で
、

八
代
集
抄
本
勘
物
は
額

面
ど
お
り
に
は
受

け
と
め
難

い
と
考

え
た
い
。

 

で
は
、
成
元
が
忠
元
の
子
と
見
倣
し
難

い
と
す
れ
ば
、
成
元

の
父
は

一
体
誰

な

の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
は
た
し
て
成
元

は
、
能
因
の
末
商

に
つ
な
が
る
の
か
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ど
う
か
。

こ
の
問
題

へ
の
手
が
か
り
は
、
ま
ず
成

元
と

い
う
命
名

に
求

め
ら
れ

よ
う
。

こ
の
名
称

は
、
忠
元

・
能
元

に
準

じ
る
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
し
て

成
元
は
忠
元

の
周
辺
に
位
置
す
る
と
推
量
さ
れ
る
。

し
か
し
名
称

の
類

同
性

の

み
を
以

て
論
拠
と
は
な
し
難
く
、

こ
こ
で
し
ば

ら
く
成
元

の
和
歌
活
動

に
目

を

転
じ
て
み
た
い
。

 
ま
ず

成
元
詠

の
所
在

を
示
す
と
、
『
後
拾
遺
集

』
(春
下
)

一
首
、
『
金
葉
集
』

(
夏
)

一
首
、 

『
続
詞
花
集
』
(夏

)

一
首
、
『
和
歌

一
字
抄
』
四
首

、
㈱

「
天

喜
六
年

(
一
〇
五
八
)
八
月
右
近
少
将
公
基
歌
合
」
三
首
、

㈹

「
康

平

六

年

(
一
〇

六
三
)
十
月
三

日
丹
後
守
公
基
歌
合
」

一
首
、
⑥

「
延
久
四
年

(
一
〇

七
二
)
三
月
十
九
日
能
登
守
通
宗
気
多
宮
歌
合
」

一
首
、
⑪

「
寛
治
五
年

(
一

〇
九

一
)
八
月
廿
三
日
左
近
衛
中
将
宗
通
歌
合

」

一
首
、
⑧

「
寛
治

五
年
十
月

十
三
日
従
二
位
親
子
草
子
合
」

一
首

で
あ

る
。
う
ち
歌
合
⑪

は
、
作
者
名
が
散

位
藤
原
成
元
と
な

っ
て
い
る
が
、
萩
谷
氏

の
御
指
摘

に
従

い
、
し
ば

ら
く
橘
成

元
と
し
て
お
く
。
以
上
の
う
ち
重
出
歌

を
除
く
と
、
成
元

の
詠
歌
数
は
十
三
首

と
な
る
が
、
さ
ら

に

『
散
木
奇
歌
集

』
(俊
頼
1
、
一
六
〇
五

a
)

に
俊
頼

と
の

連
歌
が
存
す
る
。
右

の
如
き
概
況
か
ら
、
成
元
は
和
歌
橘
大
夫
と
号
し
た
と
い

う
に
ふ
さ
わ
し
く
、
当
代
歌
合

へ
の
詠
進
等

に
お

い
て
そ
の
詠
歌
活
動

は
か
な

り
広
汎

に
わ
た

っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ

ろ
う
が
、
で
は

こ
の
よ
う
な
成
元
の
旺

盛
な
詠
歌
活
動

に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ

っ
た
の
か
、
彼

の
交
遊

関
係

か
ら

検
討

を
加
え
た

い
。

 
成
元

の
貴
族

歌
壇

へ
の
登
場

は
、 
「
天
喜
六
年
八
月
公
基
歌
合
」
を
以
て
噛

矢
と
す
る
。
成
元
と
公
基
と

の
関
係
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
本
歌
合
が

「
範
永

宅
歌
合
」
と

い
う
別
称
を
以

て
伝
来
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ

れ

る

よ

う

に
、
本
歌
合

に
お
け
る
判
者
藤
原
範
永
の
果

た
す
役
割
は
き

わ
め
て
大
き

い
。

詳
細
は
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
㈲

に
お
け
る
萩
谷
氏

の
解
説

に
譲
る
が
、
勅
撰
歌

人
た
り
得
な

い
公
基
が
、
本
歌
合

を
主
催

し
挙
行
し
得

た
の
も
範
永

の
力

に
依

る
と

こ
ろ
が
大
き

い
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
歌
合

の
運
行

に
お
け
る
実
質

的
な
推
進
者

は
範
永
で
あ

っ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

し
た
が

っ
て
出
詠
歌

人

の
選
択
な
ど
も
、
範
永

の
裁
量
に
委

ね
ら
れ

た
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。
そ

こ

で
、
か
り
に
成
元
が
能
因

の
末
商

に

つ
ら
な

る
歌
人
で
あ
れ
ば
、
能
因
と
和
歌

六
人
党
や
範
永
と
の
緊
密
な
関
係
か
ら
し
て
、
範
永
が
そ
れ
ま

で
歌
合
な
ど

に

縁

の
遠
か

っ
た
成
元
を
、
歌
人
と
し
て
積
極
的

に
引
き

立
て
よ
う
と
目
論

ん
だ

こ
と
も
、
当
然
予
測
さ
れ
る
。
鋤

歌
合
出
詠
歌
人
の
中

で
、
⑧

の

後

度

歌

合

(判
者
藤
原
範
永
)
に
も
再
び
詠
進

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
は
成
元

一
人
で

あ

り
、
範
永

の

(未

だ
無
名
歌
人
と
も
言
う

べ
き
)
橘
成
元

へ
の
評
価
は
尋
常

で
な

い
と
見
る

こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
、
能

因
と
範
永
と

の
密
接
な
関

係

を
考
慮

に
入
れ
る
と
、
成
元
が
橘
氏
永
榿
系

の
血
を
引
く
歌
人

で
あ
る

こ
と

を
、
暗

に
示

し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う

か
。

 
と

こ
ろ
で
掲
出
の
歌
合

や
関
係
資
料

を
具
さ

に
見
て
い
く
と
、

さ
ら

に
も
う

一
つ
の
交
遊
関
係
が
想
定

さ
れ
る
。
ま
ず

『
和
歌

一
字

抄
』
 
(
上
、

廻
の
項
)

に
、
 
 
秋
花
廻
水
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

源
縁

 
池
水
を
か
が

み
と
や
見
る
女
郎
花
萩
の
錦

を
お
り
た
て
に
し
て

 
 
同
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

国
基

 
秋

の
野
を
う

つ
せ
ば
宿

の
池

水
は
岸

の
ま
ま
に
ぞ
花
は
に
ほ

へ
る

 
 
同
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

橘
成
元

 
立

ち
よ
ら
む
か
た

こ
そ
な
け
れ
女
郎
花
野
中

の
清
水
む
す
ぶ
ぼ

か
り
に

 
 
以
上
同
座

と
見
え
て
、
成

元
は
源
縁
や
津
守
国
基
な
ど
の
参
会
す
る
歌
会

に
列
席

し
た
形

跡
が
存
す
る
。
そ
し
て
さ
ら

に
既
掲

の
歌
合
を
見

る
と
、
⑧

⑥
⑪
⑧

と
、

成
元
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の
出
詠
し
た
五
度

の
歌
合
の
う
ち
四
度

ま
で
、
国
基
が
歌
人
と
し
て
和
歌

を
出

詠

し
て

い
る
の
に
気
付
か
さ
れ

る
。
国
基

は
治
安
三
年

二

〇
二
三
)
生
で
あ

る
か
ら
、
成
元
と
は
同
世

代
か
や
や
上
の
世
代

で
、
同
輩
も
し
く
は
先
輩

歌
人

と
し
て
成
元

に
接

し
た
と
推
測

さ
れ
る
。
藤
原
範
永
が
成
元
の
貴
族
歌
壇

へ
の

道

を
切
り
開

い
て
く
れ
た
の
ち
、
成
元
が
数

々
の
歌
合
や
歌
会

に
出
詠

し
得

た

の
は
、
案
外
国
基
な
ど
が
後
楯

と
な

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

 
次

に
成
元

の
詠
歌

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
成
元

は
前
述

の
如

く
、
連

歌

を
含

め
る
と
十
四
首
の
詠
歌
を
残
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
見
る
と
、
他

の

永
榿
系
歌
人
と
同
様
に
、
能
因
か
ら
の
影
響
を
受

け
た
詠
歌
が
数
首
指
摘

で
き

る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

 
桜
花
道
見
え
ぬ
ま
で
散

り
に
け
り

い
か
が
は
す
べ
き
志
賀

の
山
越

え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(後

拾
遺
集
、
春
下
、

二
二
七
)

の

一
首

に
は
、 
『
後
拾
遺
抄
註
』
が
す
で
に
指
摘

す
る
如
く
、 

「
志
賀

の
山
越

え
に
、
女
の
お
ほ
く
あ

へ
り
け
る

に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
/
梓

弓
春

の
山
辺

を
越

え
来
れ
ば
道
も
さ
り
あ

へ
ず
花
ぞ
散

り
け
る
」
(『
古
今
集
』

一
一
五
、
貫

之
)
を
受
容

す
る
形

で
、
左

の
能
因
の
、

 
春
霞
志
賀

の
山
越
え
せ
し
人

に
あ
ふ
心
ち
す
る
花
桜

か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(永

承
五
年
祐
子
内
親

王
歌
合
)

と
い
う

一
首

か
ら
の
影
響
が
認

め
ら
れ
る
。
ま
た
、

 
五
月
雨
に
ま
す
げ

の
笠
も
く
ち
ぬ
べ
し
た
ま
ゆ
ら
か
わ
く

ほ
ど
し
な
け
れ
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(寛
治
五
年
親
子
草
子
合
。
題
、
五
月
雨
)

に
は
、
同
じ
く
五
月
雨
題

の
下

に
詠

ま
れ
た
能

因
の
、
長
元
八
年
頼
通
歌
合
出

詠
歌
稿
群
の

一
首

 
五
月
雨
に
な
り
に
け
ら
し
な

ふ
み
し
だ
く
田
子
の
裳
裾
を

ほ
す
ほ
ど
も
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
能
因
集
、

一
六

】
)

と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
両
者

の
間

に
少
な
か
ら
ず

影
響

関
係
が
認

め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
成
元

の
、

 
草
枕
信
太

の
森

に
旅
寝
し
て
山
郭
公

一
声
ぞ
聞
く

(寛
治
五
年
宗
通
歌
合
)

と
い
う

一
首

に
は
、
『
後
拾
遺
集
』
(
一
八
九
)

に
入
集

し
て
信
太

の
森
と
郭
公

と
の
関
係
を
決
定
づ
け
た
、
能
因

の

 
夜
だ
け

に
明
け
ば
た
つ

ね
て
聞
か
む
郭
公
信
太
の
森

の
方

に
鳴
く
な
り

と
い
う

一
首
が
背
景

に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

 
以
上
述
べ
来

た

っ
た
如
く
、
橘
成
元
と
い
う
歌
人
は
、
成
元
と

い
う
名
称

を

初

め
と
し
て
、
範
永
と
の
関
係
と
言
い
、
詠
歌
内
容

の
傾
向
と
言

い
、
能

因
の

末
喬

に
つ
ら
な
る
条
件
を
具

え
た
歌
人
だ
と
言
う

こ
と
が

で
き

よ
う
。
し
た
が

っ
て
本
稿

に
お
い
て
は
、
成
元
を
世
代
的

に
は
能

因
の
孫
辺
り

に
位

置
す
る
、

橘
氏
永
榿
系

の
歌
人
と
認

め
て
お
き

た
い
。

 
右
に
概
述
し
て
来

た
如
く
、
橘
氏
永
榿
系
の
歌
人
達

は
、
お
お
む
ね
能

因
の

詠
歌
を
拠

り
所
と
し
て
和
歌
を
詠
む
傾
向
を
有

し
、
ま
た
能

元
、
栄
職

な
ど

は

能
因
に
同
じ
く
好
士
的
な
側
面
を
も
具
え
て

い
た
。

こ
れ
ら
の
特
徴
的

な
属
性

は
、
別
稿

に
お

い
て
指
摘
し
た
如
く
、
橘
元
任

に
つ
い
て
も
顕
著

に
認

め
ら
れ

る
。
と
す
れ
ば
、
つ
ま
る
と

こ
ろ
能
因
と

い
う
存
在

は
、
能
因
の
末
商

に
と

っ
て
、

詠
歌
は
勿
論

の
こ
と
処
生

に
お

い
て
す
ら
、
無
二
の
指
標
で
あ

っ
た
と
言

え
る

の
で
は
な

い
か
。
彼

ら
の
多
様

な
人
生

の
局
面

に
、
能
因
と
い
う
存
在

は
影
を

落
と
し
続
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
彼

ら
能

因
の
末
窩
た

ち
を
享
受
す
る
周
辺

の
人

々
に
も
意
識
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い

よ

う

で

あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ω

る
。

た
と
え
ば
平
野
由
紀
子
氏
が
指
摘

さ
れ
た
よ
う

に
、
橘
元
任

の
勅
撰
入
集

歌
五
首

の
う
ち
三
首

ま
で
が
、
能
因
詠

に
接

し
て
配
列
さ
れ
て

い
る
如
き
事
実

は
、

そ
の
顕
著

な
証
例

で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
能

因
を
追
慕
し
て
生
き
、
そ

の
周
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辺
の
人

々
も
彼

ら
を
能
因
の
末
商
と
し
て
理
解

し
よ
う
と
し
て
い

た

と

す

れ

ば
、
結
局
彼

ら
末
孫
に
と

っ
て
は
、
能

因
の
残
影

に
寄

り
か
か
り

つ
つ
生
き

る

こ
と
が
、
橘
氏
永
榿
系

に
生

を
享
け
た
証
し
で
あ
り
、
誇

り
で
も
あ

っ
た
と
想

像

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
注
V

ω

 

『
日
本
古
典
文
学
会

々
報

』
(第

99
号
。
昭

58
、

11
)

②

 
 「悪
源
太
義
平
」
な
ど
と
同
種

の
呼
称

で
あ
ろ
う
。
単
純

に
解
す

れ
ば
、
高
は
背

 

の
高

い
の
意

か
。
注
⑥
参
照
。

㈲

 
元
任

の
官
位

「内

記
大
夫

」
に

つ
い
て
は
、
別
稿

に
や
や
詳

し
く
触
れ

た
。

ω

 
能
元
が
忠
元

の
、
栄
職
が
取
任

の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
子

と
し
て
橘
太
と
称

し
た
と

 

い
う
可
能
性

は
存
す
る
。

⑤

 
 『
立
正
女
子
大
学
短
期
大
学
部

研
究
紀
要

』
(
14
。
昭

45
、

12
)

⑥

 
烏
橘
太

の
烏
に

つ
い
て
も
、
高
橘
太

に
同

じ
く
そ
の
意

は
判
然
と

し
な

い
。
色
黒

 

で
あ

っ
た

こ
と
か
ら
付

い
た
異
名
で
あ

ろ
う
か
。
高
橘
太

と
と
も

に
、

『後
拾
遺
抄

 
註
』
の

「能

因
ノ
為
躰
色
黒
長
高

テ
」
と

い
う
所
伝
が
想
起
さ
れ
る
。

⑦

 

「能
因
集

の

一
研
究
-
家
集
の
自
律
的
世
界
ー
」
(
『寝
覚
物
語
対
校

・
平

安

文

学

論

 
集

』
昭

50
、

9
。
風
間
書
房
)

〔付
記
〕
本
稿
中

、 

『中
右
記

』
に
お
け

る
橘
栄
職

の
記
事
な
ど

に

つ
い
て
、
川
上
新

一
郎
氏

か
ら
御
教
示
を
得
た
点

が
あ

る
。
記

し
て
謝
意

を
申

し
上
げ

る
。
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